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ボラセンだより

陶
芸
・
釉ゆ

う
代
表

坂
本

芳
美

私
た
ち
の
活
動
と
し
て
は
、
「
福
祉
作
業
所
」
を
軸
と
し
て
、
「
夏
の
中
央
公
民

館
陶
芸
教
室
」
の
作
陶
、
削
り
、
釉
掛
け
、
本
焼
き
の
お
手
伝
い
で
す
。

夏
休
み
陶
芸
教
室
で
は
、
参
加
し
て
く
れ
る
子
ど
も
達
に
創
る
嬉
し
さ
や
楽
し

さ
を
感
じ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
子
ど
も
達
の
個
性
を
伸
ば
し
て
あ
げ
よ
う
と
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

福
祉
作
業
所
で
は
、
利
用
者
の
輪
に
入
り
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
な
が
ら
指
導
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
が
一
ヶ
月
に
一
回
の
作
陶
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
い
な
が
ら
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
一
番
の
楽
し
み
は
毎
年
十
二
月

に
開
催
す
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

陶
芸
の
先
輩
方
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
で
「
釉
」
も
二
十
年
以
上
が
経
ち
ま

す
が
、
十
五
人
い
た
仲
間
た
ち
も
高
齢
と
な
り
、
現
在
六
名
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
昨
年
は
文
化
展
が
開

催
で
き
ず
教
室
の
多
く
が
休
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
け
な
い
夜
は
な
い
と
信

じ
、
開
催
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

♡ちょボラ～かわいいエコたわし制作 始めます～

ボランティアセンターでは “ちょっとしたボランティア”略して“ちょボラ”を年間通して
実施しています。今年から新たに、エコたわし制作を始めます！
そこでまずは使わないアクリル毛糸の募集をさせていただきます。集まった毛糸でエコたわ
しの制作をし、完成したエコたわしは、福祉施設や社協の出産祝い事業のおむつに添えてお贈
りすることで活用していただきたいと考えてります。また、毛糸が集まりましたら、今後は編
んでいただける方の募集もさせていただきたいです。編針はご用意
がありますので編み方をお教えすることもできます。
その他、使用済み切手・アルミプルタブ・使用済みテレホンカード
も集めております。こちらは集まったものを換金してボランティア
活動推進の為の福祉用具の購入等に活用させていただいています。
ご協力をお願いします。
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子
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た
ち
の
個
性
を

伸
ば
し
て
あ
げ
よ
う
と
活
動
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春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
桜
が
咲
き
ま

し
た
。
そ
し
て
我
家
に
は
知
り
合
い
か

ら
い
た
だ
い
た
「
さ
く
ら
草
」
も
満
開

で
す
。
毎
年
き
れ
い
に
咲
か
せ
て
い
る

そ
う
で
す
。
こ
の
時
期
可
憐
な
花
を
庭

い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
て
い
る
家
も
あ
り
ま

す
。
園
芸
店
に
は
プ
ラ
ン
タ
ー
や
花
壇

に
す
ぐ
植
え
ら
れ
る
花
の
苗
が
並
ん
で

い
ま
す
。
で
も
花
は
タ
ネ
か
ら
育
て
る

の
が
基
本
で
し
ょ
う
か
？
タ
ネ
か
ら
育

て
る
に
は
、
苗
床
や
水
や
り
そ
し
て
日

当
た
り
な
ど
花
へ
の
優
し
さ
や
愛
情
が

必
要
。
四
月
に
な
る
と
会
社
や
職
場
に

は
新
人
が
や
っ
て
き
ま
す
。
優
し
さ
や

親
切
、
人
を
育
て
る
の
も
花
と
同
じ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
た
あ
ち
）

｢ボラセンだより｣第７４号いかがでしたか？
ご意見やご感想をぜひお聞かせ下さい。
「お知らせ」や「情報」などの原稿も
お待ちしています。
東金市ボランティア・市民活動センター

TEL 0475-52-5198 FAX 0475-52-8227

ボランティアセンターから

感想やお便りは
メールでも OK ! です。
togane.shakyo@cronos.ocn.ne.jp

つ
ぶ
や
き

②

私たち「自主保育おひさまはらっぱ」は東金で活動を始めて今年2４年目を迎えました。
いろいろなことに支えられ、地域の方々に助けられ、たくさんの子どもたちと育ち合っ
てきました。その全てに心から感謝しています。本当にありがとうございます。
この春、年長の男の子とおかあさんが立派に巣立ってゆきました。今年中学生になったおにいちゃんと4年生
になったおねえちゃんに続いて3人皆、自主保育で育ち合い、おかあさんは約11年間ここに学びました。
あの時は、まだ頼りなく初々しかったおかあさんは今、3人の母として・人として・たくましく立派に成長し、
これからも自信を持って色々な場で育ち合い、ここで手にしたおひさまの種をあちこちに蒔いていってくれるこ
とでしょう。本当に嬉しいことです。今までおひさまはらっぱを巣立っていった、たくさんの子どもたちと仲間
たちが蒔いた種もあちらこちらで芽をだし、それぞれ自分らしい花を咲かせ実をつけてまた素敵に育ち合ってい
ます。そしてみんなこれからもずっと育ち合っていく仲間です。
さて、ここ数年の様々な変化や異常気象、台風災害そして感染症流行等、今まで当然の様に繰り返してきた日
常を見直すときが来ていると感じています。新しい時代の変化を、本来の自分に立ち返るきっかけとして改めて
生き直しをしたいという想いでいます。実際の活動の中では、いつもの公園も集まりにくく室内も借りにくくな
りました。けれど田んぼや川、山や海など自然の中で過ごせることや今までのいろんなことの繋がりに支えられ
今まで以上にありがたさや大切さを感じ、その事に気づかせてもらえたことにも感謝しています。
おひさまはらっぱの根っこはこれからも変わりませんが、この新しい時代だからこそ今までとは違った形で子
どもも大人も自然の中、心も体も解放し本能を取り戻し心の繋がりを大切に活動していきたいです。
今年も谷津田での米づくり・川遊びどろんこ・山たんけん・わらべうた遊び・おまつり・収穫祭・その他自然
の中でたくさん過ごそうと思っています。今後も手描きのおたよりもだしていきます。
相変わらず拠点となる場はなく自然の中で過ごしています。空き家や古民家など集える場の提供や情報があり
ましたら、どうぞよろしくお願いします。

また、昨年よりおひさまはらっぱの本が3冊出版され、絵本も出版され
ます（Amazonで購入できます）東金図書館にも手づくりの本と共に

置いて頂きますのでどうぞ借りてみて下さい。
おひさまはらっぱのホームページです

http://ohisama.togane-ukiuki.com

おひさまはらっぱ
代表 あちはじゅんこ
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●
第

回
老
後
を
豊
か
に
す
る

38

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
資
金
助
成
事
業

高
齢
者
を
対
象
と
し
て
活
動
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
及
び
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る

活
動
を
す
る
高
齢
者
中
心
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
、
活
動
で

継
続
的
に
使
用
す
る
用
具
・
機
器

類
の
取
得
資
金
の
助
成

（
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
）

月

日
応
募
締
め
切
り

5

21

●
第

回
配
食
用

19
加
賀
田
電
気
自
動
車
寄
贈
事
業

高
齢
者
向
け
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
民
間
団
体
に
配
食
用

小
型
電
気
自
動
車
を
寄
贈

（
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
）

月

日
応
募
締
め
切
り

6

4

助
成
情
報

お
問
い
合
わ
せ

東
金
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
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